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誰かに見守られて 
  先日、ネットで Yahoo ニュースに取り上げ

られていた記事を紹介します。 

  

  埼玉県西川口で５８年間営業を続けてきた

「魚勝」という魚屋さんが２月１６日をもっ

て閉店することになりました。新鮮さと価格

で勝負してきた街の魚屋さんで、魚屋さんと

いうより刺身屋さんとして親しまれ、行列が

出来る店であったようです。閉店のお知らせ

の張り紙が貼りだされてから２日後に、張り

紙の横に次のような返事が貼りだされていま

した。 

  魚勝 様 

  知っていますよ刺身の味を 

  百名以上並んで買った思い出も  

包丁一筋半世紀  

旦那が病に何度か伏しても立ち上がり包丁

を又握ってくださった  

魚勝の刺身は私共庶民の幸せな味でした 

  店が閉じられてとても悲しいです 

  明日も元気な夫婦 魚勝の声が聞こえてき

そうな未練です 

  長い間の感謝に心をこめて 

  ありがとうございました  

 たぶん、長年にわたって「魚勝」に通われた

お客さんの中のお一人が、感謝の気持ちを伝え

ようと書かれたものだと思います。文面から、

このお店がいかに誠実な仕事をしてきたのかが

分かります。その誠実な仕事が「ごひいき」に

してくださるたくさんのお客さんを生み、その

お客さんが行列を作るまでになり、閉店に際し

てはたくさんのごひいきに惜しまれるお店に育

ったのです。 

 「人は一人では立たず」という言葉がありま

すが、このお店はまさにごひいきに支えられた

店なのだと思います。しかし、そのごひいきが

生まれたのは、このお店の誠実な仕事にあるこ

とは間違いありません。仕事ぶりを目の当たり

にしてごひいきが生まれていったのです。 

 「誰かが必ず見ている」だれも見ていないよ

うで、無関心なようで、でも私たちの仕事はだ

れかに必ず見てもらっています。仕事だけでな

く生活ぶりも見守られています。その中で誠実

であることが自分を応援してくれる、支えてく

れるごひいきを生むのです。今の自分の仕事や

生き方は誰かにどこかで必ず見守られていま

す。こどもたちにも「ごひいき」に支えられる

生き方をしてほしいと思います。 
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